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1

【新型コロナワクチンについ

て】

　東京都及び埼玉県の定点把握

のデータを見ると、新型コロナ

感染者数が徐々に増えて、第11

波が来ようとしている。令和6年

度秋冬に、自治体による定期接

種が始まると思うが、実施予定

の進捗を報告してほしい。ま

た、令和6年4月1日～同年秋冬の

定期接種開始前に接種を希望の

場合どうすればよいのか伺いた

い。

健康課

　新型コロナワクチン接種については、令和6年度秋冬にかけての定期接種の

開始に向け、準備を進めておりますが、国から接種スケジュールが示されてい

ないため、詳細につきましては、決まり次第、市報ぎょうだや市ホームページ

を通じて周知してまいります。

　また、定期接種前に接種を希望された場合、医療機関にワクチンがあれば接

種していただくことはできますが、その場合は任意の接種となりますので、費

用は全額自己負担となります。

2

【側溝修繕工事について】

　長野地区工事番号174（Aラン

ク）の改善時期はいつになるの

か。

道路治水課

　当該路線の側溝修繕工事につきましては、生活道路等整備事業評価制度に基

づき、令和4年度に延長115ｍのうち92ｍの工事を実施したところです。

　残りの23ｍにつきましては、隣接工場の出入りや県道上中森鴻巣線との高低

差等の問題から整備が遅れていましたが、今年度工事を実施する予定です。
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3

【武蔵水路の桜並木について】

　富士見町1丁目9番地付近の桜

並木は枯れ木が多く景観も思わ

しくない。強風時に枯れ枝が近

隣の民家に落ちて危険である。

目先の管理ではなく先々を見越

したしっかりした管理をお願い

したい。

商工観光課

　本市を南北に縦断する武蔵水路には、水路沿いに桜の木が植樹されており、

「武蔵水路千本桜」として、市内外の皆様から親しまれております。

　しかしながら、近年、市内全域で特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」の

被害が発生しており、武蔵水路沿いの桜の木においても、一部枯死又は枯死し

てしまう被害が発生しております。

　市では、これまでもクビアカツヤカミキリの防除対策として、桜の木への薬

剤散布、剪定及び伐採を実施しておりますが、今後とも、近隣にお住まいの方

にご迷惑をお掛けすることがないよう定期的に管理してまいりますので、ご理

解ご協力をお願い申し上げます。

4

道路脇の雑草が伸び放題になっ

ている。除草はいつになるの

か。

道路治水課

　道路の除草については、一部の幹線道路等を除いて、市民の皆様からの要望

を受けて現地を確認し、通行及び環境に支障がある場合に行っております。ま

た、道路パトロールで発見した場合においても、除草を行っているところで

す。

　しかしながら、道路や水路に雑草が繁茂する時期は、毎年、市民の皆様から

多くの除草要望が集中するため、除草を実施するまでに不測の日数を要してい

るのが現状です。

　今後も快適な生活環境と安全確保のため、地先管理等、市民の皆様のご協力

をいただきながら、適正な維持管理に努めてまいりたいと存じます。

5
給食の無償化について、今後の

取り組みを教えてほしい。

学校給食セン

ター

　小中学校の給食費無償化は、子育て世帯の経済的支援の観点から意義がある

ものですが、実施には多額の財源を要することから、慎重に見極めていく必要

があると考えております。

　今後におきましても、給食費無償化における国の動向を注視してまいりま

す。
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【企業誘致について】

　近隣の熊谷市・羽生市と比較

して、大型商業施設などが少な

く活気に劣ると思うが、店舗増

を検討してほしい。

企業誘致課

　市民の皆様から大型商業施設等の誘致についてのご要望をいただいており、

商業施設を誘致することで、地域の賑わいの創出や市民の買い物の利便性の向

上だけでなく、雇用や税収の増加を促すことは認識しております。

　しかし、現状の行田市では、大型商業施設などを誘致できるまとまった土地

の確保が難しいという課題もございます。そのため、課題解決に向けて様々な

手法を検討しながら、皆様のご要望にお応えできるよう、現在の取組を更に強

化し、企業誘致に努めてまいります。

7

【廃食用油のリサイクルについ

て】

　各家庭や商店・レストラン等か

ら出る廃食用油は、それぞれが環

境課又は粗大ごみ処理場へ持ち込

むことになっているが、昨今はバ

イオ燃料へのリサイクル化が進ん

できており、買取も行われている

と聞く。段ボールや新聞紙のよう

に収集日を決めて、各地区の集積

所で回収すればさらにリサイクル

率があがると考える。

　市内で発生する廃食用油の推定

量、リサイクルの採算性、環境へ

の負荷軽減と回収実施時のマイナ

ス面など、行田市の取り組みや考

え方をまとめていただきたい。

環境課

　市では、環境課及び粗大ごみ処理場で回収している植物性廃食用油を、バイ

オディーゼル燃料として再資源化を行う事業者に売り渡しており、令和5年度

の回収量は2,070㎏、買取金額は45,540円でございました。

　ご提案のありました各地区の集積所での回収につきましては、安全性の問題

や各地区の衛生協力会の負担等の問題もあることから、今後さらなる調査研究

や衛生協力会連合会との協議が必要であると認識しております。

　市といたしましては、資源の有効活用と環境負荷軽減の観点から廃食用油を

回収することは有意義であると考えており、まずは市民の皆様に対し、現在市

で実施している回収についてのＰＲに努めてまいりたいと存じます。
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【指定避難所について】

　災害時、市内小中学校は指定

避難所になる。学校再編に伴い

義務教育学校設立時には、現指

定避難所数を確保するうえで行

政としてどのような考えてある

か。

危機管理課

　義務教育学校が設置された際には、学校施設の統廃合が進むこととなります

が、施設の利用状況等に応じて、可能な限り指定避難所としての機能を維持し

てまいります。

　一方、施設には耐用年数があることから「行田市公共施設等管理計画」に基

づき公共施設を管理していく中で、避難所施設の確保のため民間企業と災害時

応援協定を締結することや広域的な避難ができるよう人員輸送手段を強化する

など、避難のあり方について総合的に検討してまいりたいと存じます。

9
少子化・人口減少対策について

伺いたい
企画政策課

　本市の最大の課題は、人口減少、とりわけ子どもや若い世代の減少による地

域の活力低下であると捉えており、若年層の市外流出を抑制するとともに、市

外からの転入を促進することが重要であると考えております。

　本市では「子育て支援・教育環境の充実」、「雇用の創出・開発の促進」、

「交通インフラの整備」の３点を重点政策として掲げ、今年度は、国に先駆け

た3歳未満児の保育料無償化をはじめ、義務教育学校再編に向けた取組みや、

企業誘致による雇用の創出、AI技術を活用した新たなデマンド交通の導入な

ど、様々な取組みを進めています。

　なお、令和5年度においては、１年間で約430人の社会増（転入超過）となり

ました。また、今年度の4月から6月にかけては、いずれも単月で転入超過と

なっております。こうした傾向をより確実なものとするため、引き続き、人口

減少対策に取り組んでまいります。
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【商店街の活性化について】

　市街地の商店街に活気がない

ので、街そのものが暗い気がす

る。人口減少対策として、活気

ある商店街にできないか。

商工観光課

　商店街における活気の創出つきましては、まずは商店街の皆様が主体となっ

て、商店街の活性化へ向けた事業を行うことが期待されますが、後継者や人材

不足等の問題があり、難しい状況にあります。

　市では「行田市商工業振興補助規定」に基づき、商店街をはじめとする商工

業団体等への補助支援を行うほか、空き店舗対策として、市内で空き店舗等を

賃借して新たに起業する方に対して改修費用等の一部を補助する「起業家支援

事業」を実施し、商店街及び地域経済の活性化に取り組んでおります。

　今後も商店街の活性化のための支援策について検討してまいります。

11

【いきいきサロンの助成金につ

いて】

　いきいきサロンで1人暮らし高

齢者などの見守り活動を行って

いる。昨今の物価高に伴い、助

成金を値上げしてほしい。

高齢者福祉課

　「いきいきサロン」は、行田市社会福祉協議会の事業で行われております。

　行田市社会福祉協議会としては、高齢者の交流の場として、地域の皆様のお

力で運営されているものですので、各いきいきサロンの意見も伺いながら検討

していきたいとのことでございます。

12 道の駅の進捗状況について 企業誘致課

　市では、道の駅の実現について調整をしてまいりましたが、当初予定地域に

おける農地の開発などの課題により、まとまった土地の確保が難しいことか

ら、現在の計画を一度ゼロベースに戻し、様々な課題を総合的に勘案し、今後

の施策を検討してまいります。
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13
新ごみ焼却場の進捗状況を知り

たい
環境課

　新ごみ処理施設については、令和10年度の施設稼働を目指し本年1月9日に施

設整備と運営業務を一体として行う事業者の選定手続きについて入札公告し、

本年9月に契約締結を行う予定でございます。なお、詳細については組合ホー

ムページを御確認ください。


